
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
四
号
（
県
自
然
環
境
保
全
地
域
及
び
緑
地

　

環
境
保
全
地
域
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（
自
然
保
護
課
）　
　

一

〇
保
安
林
の
指
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　
　

二

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
変
更
の
届
出 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

二

公　
　
　

告

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更 
（
農
村
振
興
課
）　
　

二

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 
（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

四

収
用
委
員
会

〇
国
道
三
百
九
十
八
号
大
瓜
事
件
の
審
理
の
開
始 
四

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号

　

昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
四
号
（
県
自
然
環
境
保
全
地
域
及
び
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
指
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

県
民
の
森
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
項
中
「
仙
台
市
と
富
谷
町
」
を
「
仙
台
市
と
富
谷
市
」
に
、「
富
谷
町
農
道
」
を
「
富

谷
市
農
道
」
に
、「
富
谷
町
道
」
を
「
富
谷
市
道
」
に
、「
富
谷
町
と
仙
台
市
」
を
「
富
谷
市
と
仙
台
市
」
に
、「
富
谷

町
林
道
」
を
「
富
谷
市
林
道
」
に
、「
大
和
町
と
富
谷
町
」
を
「
大
和
町
と
富
谷
市
」
に
、「
富
谷
町
、」
を
「
富
谷
市
、」

に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
長
柴
三
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

指
定
の
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
南
三
陸
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

宮
城
郡
七
ケ
浜
町
吉
田
浜
字
寺
山
一
三
の
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
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名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
四
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

岩
沼
市
朝
日
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

岩
沼
市
朝
日
一
丁
目
二
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
五
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
緑
地
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

一
号　

矢
本
海
浜
緑
地

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
大
曲
字
下
台
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
六
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

株
式
会
社
建
築
構
造
セ
ン
タ
ー

二　

変
更
後
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

　

㈠　

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
八
番
一
号

　

㈡　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

㈢　

福
島
県
郡
山
市
中
町
十
一
番
五
号

　

㈣　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二
丁
目
二
番
三
号

　

㈤　

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
北
幸
二
丁
目
三
番
十
九
号

　

㈥　

千
葉
県
船
橋
市
葛
飾
町
二
丁
目
四
百
二
番
地
三

三　

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日公　

　
　

告

〇
県
営
田
中
地
区
土
地
改
良
事
業（
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た
め
池
整
備
事
業
））計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
事
項
を
公
告
す

る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

変
更
後
の
事
業
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り
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〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
山
王
字
山
王
四
区
八
十
九
番
三
、
九
十
一
番

一
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
三
丁
目
四
番
一
号

 

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
北
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
三
番
、
三
番
一
、
四
番
、
六
番

の
一
部
、
八
番
三
、
八
番
五
、
八
番
六
、
九
番
一
の
一
部
、

十
番
一
、
十
三
番
一
、
十
四
番
一
、
十
八
番
一
、
十
八
番

十
四
、
十
九
番
一
、
二
十
二
番
一
、
二
十
二
番
二
、
二
十

二
番
三
、
二
十
三
番
一
、
二
十
三
番
二
、
二
十
三
番
三
、

二
十
六
番
一
の
一
部
、
二
十
六
番
四
、
二
十
六
番
五
、
二

十
七
番
二
の
一
部
、
二
十
七
番
五
の
一
部
、
二
十
七
番
六
、

三
十
番
二
の
一
部
、
三
十
一
番
一
の
一
部
、
三
十
四
番
二

の
一
部
、
三
十
四
番
三
の
一
部
、
三
十
五
番
二
の
一
部
、

三
十
五
番
三
、
三
十
七
番
一
の
一
部
、
三
十
七
番
三
の
一

部
、
三
十
八
番
一
の
一
部
、
三
十
八
番
二
の
一
部
、
三
十

八
番
三
、
三
十
八
番
五
の
一
部
、
三
十
八
番
六
、
三
十
九

番
一
の
一
部
、
三
十
九
番
二
の
一
部
、
三
十
九
番
四
の
一

部
、
四
十
番
一
の
一
部
、
四
十
番
三
の
一
部
、
四
十
一
番

二
の
一
部
、
四
十
二
番
二
、
四
十
三
番
二
、
四
十
四
番
一

の
一
部
、
四
十
五
番
一
の
一
部
、
四
十
六
番
一
、
四
十
六

番
二
の
一
部
、
四
十
七
番
三
、
四
十
七
番
七
の
一
部
、
四

十
七
番
八
、
四
十
八
番
一
、
四
十
九
番
二
の
一
部
、
五
十

番
一
の
一
部
、
五
十
一
番
一
、
五
十
一
番
二
、
五
十
二
番
、

五
十
三
番
、
五
十
四
番
一
、
五
十
四
番
二
、
六
十
番
一
、

六
十
番
五
、
六
十
番
六
、
六
十
一
番
、
六
十
二
番
、
六
十

三
番
一
、
六
十
三
番
六
、
六
十
三
番
七
、
六
十
三
番
八
、

六
十
三
番
九
、
六
十
四
番
三
、
六
十
五
番
二
、
六
十
七
番

三
、
六
十
八
番
三
、
七
十
一
番
三
、
七
十
七
番
四
、
七
十

七
番
五
、
七
十
八
番
五
、
七
十
八
番
六
、
二
番
一
地
先
の

水
の
一
部
、
三
番
地
先
の
水
の
一
部
、
三
番
一
地
先
の
水

の
一
部
、
三
番
一
地
先
の
堤
の
一
部
、
二
十
三
番
一
地
先

の
水
の
一
部
、
二
十
五
番
一
地
先
の
道
の
一
部
、
二
十
六

番
十
一
地
先
の
道
の
一
部
、
三
十
五
番
一
地
先
の
水
の
一

部
、
三
十
六
番
一
地
先
の
道
の
一
部
、
三
十
七
番
三
地
先

の
道
の
一
部
、
三
十
七
番
三
地
先
の
水
の
一
部
、
三
十
八

番
五
地
先
の
水
の
一
部
、
三
十
九
番
一
地
先
の
水
の
一

部
、
三
十
九
番
二
地
先
の
水
の
一
部
、
四
十
番
一
地
先
の

道
の
一
部
、
四
十
七
番
七
地
先
の
道
の
一
部
、
四
十
七
番

八
地
先
の
水
の
一
部
、
四
十
八
番
一
地
先
の
水
の
一
部
、

六
十
二
番
地
先
の
水
の
一
部
、
六
十
三
番
六
地
先
の
水
の

一
部
、
同
赤
岩
小
田
九
十
一
番
五
、
九
十
一
番
九
、
九
十

三
番
一
、
九
十
四
番
の
一
部
、
九
十
六
番
一
の
一
部
、
九

十
七
番
一
、
九
十
八
番
、
百
番
、
百
一
番
、
百
二
番
一
、

百
二
番
二
、
百
三
番
一
、
百
三
番
三
、
百
四
番
、
百
五
番

一
、
百
五
番
二
、
百
七
番
二
、
九
十
三
番
一
地
先
の
道
の

一
部
、
九
十
八
番
地
先
の
道
の
一
部
、
九
十
八
番
地
先
の

水
の
一
部
、
九
十
九
番
地
先
の
水
の
一
部
、
九
十
九
番
地

先
の
堤
の
一
部
、
百
一
番
地
先
の
水
の
一
部
、
百
三
番
一

地
先
の
道
の
一
部
、
百
三
番
一
地
先
の
水
の
一
部
、
百
三

番
一
地
先
の
堤
の
一
部
、
同
赤
岩
平
貝
九
十
一
番
九
地
先

の
道
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

 

気
仙
沼
市　
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教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
五
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

第
一
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案　

自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
に
つ
い
て

　

第
五
号
議
案　

自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
九
号

　

宮
城
県
起
業
の
一
般
国
道
三
百
九
十
八
号
改
築
工
事
（
石
巻
バ
イ
パ
ス
Ⅱ
期
・
宮
城
県
石
巻
市
井
内
字
四
番
地
内
か

ら
同
市
井
内
字
五
番
地
内
ま
で
）
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
国
道
三
百
九
十
八
号
大
瓜
事
件
）
に
つ
い
て
、
土
地
収
用

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

 

宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

一　

日
時　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
（
月
）
午
後
二
時
か
ら

二　

場
所　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
行
政
庁
舎　

十
一
階　

第
二
会
議
室

三　

審
理
事
項　

右
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等
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